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$�研究┠的�

� HIV 感染⑕の᪩ᮇ἞⒪が、ᝈ者の予後をᨵၿ

し、஧ḟ感染の予㜵にࡘࡶながることが明らか

となり、こࢀまで௨上の᪩ᮇ診断がồめらࢀて

いる。しかし、ᡃが国における診断の㐜ࢀは῝

้な状況が続いており、検査体ไの᭦なる取組

の検ウがႚ⥭のㄢ㢟となっている。本研究で

は、検査所の฼౽性向上、ཷ検࢔クࢭスのᨵ

ၿ、HIV 診断検査の඘実をᅗり、検査の㉁を୎

ᑀに高めていく。そして、自἞体行ᨻとの連ᦠ

モデルを構築することで、日本඲体の検査体ไ

を向上ࡏࡉ、HIV 㝧性者の᪩ᮇ診断をすすめる

ことを┠的とする。特に、ศᢸ研究では HIV 診

断検査の向上やそࢀに伴う HIV 感染⑕ไᚚのຠ

ᯝにࡘいて༑ศに推定することを┠的とする。

特に、本ศᢸ研究では地域レベルのデータศᯒ

を通じたඹྠ研究を含めて、඲国と自἞体レベ

ルの୧方において診断向上の取り組ࡳをᑐ㇟と

して疫学的評価を行う。 
いࡺࢃる test and treat ᡓ␎と treatment as 

prevention が HIV/AIDS の予㜵⟇としてୡ⏺的

にཷけධࢀらࢀጞめ、国連࢚イࢬ合ྠ計画では

研究要᪨ 
HIV 感染⑕の᪩ᮇ἞⒪が、ᝈ者の予後をᨵၿし、஧ḟ感染の予㜵にࡘࡶながることが明らかとなり、

こࢀまで௨上の᪩ᮇ診断がồめらࢀている。しかし、ᡃが国における診断の㐜ࢀは῝้な状況が続い

ており、検査体ไの᭦なる取組の検ウがႚ⥭のㄢ㢟となっている。本研究では、検査所の฼౽性向上、

ཷ検࢔クࢭスのᨵၿ、HIV 診断検査の඘実をᅗり、検査の㉁を୎ᑀに高めていく。そして、自἞体行

ᨻとの連ᦠモデルを構築することで、日本඲体の検査体ไを向上ࡏࡉ、HIV 㝧性者の᪩ᮇ診断をすす

めることを┠的とする。特に、ศᢸ研究では HIV 診断検査の向上やそࢀに伴う HIV 感染⑕ไᚚのຠ

ᯝにࡘいて༑ศに推定することを┠的とする。特に、本ศᢸ研究では地域レベルのデータศᯒを通じ

たඹྠ研究を含めて、඲国と自἞体レベルの୧方において診断向上の取り組ࡳをᑐ㇟として疫学的評

価を行う。 
ึ年ᗘは、検査所の฼౽性向上、ཷ検࢔クࢭスのᨵၿ、HIV 診断検査の඘実を┠ᣦして、そࢀࡒࢀ

のศᢸ研究が検査の㉁を୎ᑀに高めていくように計画ࢀࡉた本研究班の୰で、ྛࢭクターのດຊに㛵

して定量化を進めるととࡶに஦業としてࡶ機能していくように計画がࢀࡉているため、日本における

ྛ検査の今後の方向性にࡘいての提言や、ྛ地方の現状に合った㉁の高い検査体ไがᩚഛにࡘなげら

てࢀࡉていくことをᮇして数⌮モデルをά用した研究のඃ先ᗘをタ定した。本研究班によって構築ࢀ

いく検査体ไは、㛗ᮇ的なᡓ␎としてࡶ、ᡃ が国における HIV ᪩ᮇ診断に┤᥋的な影響を୚࠼ていく

ことがᮇᚅࢀࡉる。その結ᯝとして、࢚イࢬ発⑕者をῶᑡ、᪩ᮇ἞⒪による㛗ᮇ合ే⑕予㜵、ࡉらに

感染拡大を㜵ࡄという、ᡃが国の࢚イࢬᑐ⟇における大きな┠ᶆに㈉⊩する、♫会的ព⩏の高いࡶの

であると⪃࠼らࢀる。その୰において、疫学的研究では検査拡大をすすめるとྠ時に、HIV 感染⑕の

♫会ၨ発にᐤ୚するຠᯝの推定にࡶ取り組む࡭く研究計画を打ち立てた。 
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ୡ⏺ྛ国で HIV 感染の状況が診断ࢀࡉ、ᢕᥱし

ている状態にあるࡶのが 90㸣௨上になることを

㐩成┠ᶆとしている。そࢀらの者を⥅続的な἞

⒪ୗに⨨いて流行ไᚚを成し㐙げようとする 90-
90-90 をᥖげている。 

本研究の 3 か年はḟのように計画している。

まࡎ、ึ年ᗘは、地域ごとの HIV 未診断者の推

定を取り⧳める。௧࿴ 2㹼3 年ᗘは、地域レベル

での検査機会の拡大に伴う疫学的インパクトの

推定に取り組む。᭱⤊年ᗘには、ࡉらに MSM
やእ国ேな࡝特定のリスクグループ別の診断ẚ

⋡や検査拡඘のຠᯝࡶ検ウする。 
地域別の推定においては、๓年ᗘまでに実施

した数⌮モデルを฼用した未診断 HIV 感染者数

の推定モデルを用いて඲国をࣟࣈック別にศけ

てほᐹデータをศᯒし、推定ࢀࡉる未診断 HIV
感染者数と診断者割合をリ࢔ルタイ࣒で࢛ࣟࣇ

ー࢔ップできる状態を築いた。そࢀに伴い、都

市㒊と㐲㝸地域な࡝、特定の地域によって検査

ཷ検を່することが可能となり、診断向上をᅗ

る࡭き具体ീが明確になりやすいと⪃࠼らࢀ

る。ຍ࠼て、日本㉥༑Ꮠ♫とのඹྠ研究を⥾結

し、⊩⾑者୰の HIV 感染者ẚ⋡に㛵する⤫計学

的推定に╔ᡭすることとした。 
 
%�研究方ἲ�

(i)診断割合の地域別推定 
� ᅗ 1 の➇合リスクモデルに㢮するデータ生成

㐣⛬を࣐ッࢣンࢻリック೫ᚤศ方⛬式系モデル

を฼用して定式化した。日本における࢚イືࢬ

向ጤ員会が発出するデータは HIV 感染⑕のึ診

断かᡈは AIDS のึ発病（㐣ཤに HIV 感染⑕を

未診断）のいࢀࡎかであり、そのいࡶࢀࡎが未

診断 HIV 感染者から生じる。そࢀらのデータ生

成㐣⛬のプࣟࢭスにࡘいて೫ᚤศ方⛬式系を฼

用して記㏙をおこなった。 
� ࣐ッࢣンࢻリック方⛬式を特性⥺にἢってゎ

ᯒ的にゎくと、HIV 感染⑕のึ診断と AIDS 発

病のそࢀࡒࢀに㛵する✚ศ方⛬式が得らࢀる。

その✚ศ方⛬式は、推定したい時㛫当たりの新

つ HIV 感染者数と HIV 感染から発病までにかか

るࢨࣁーࢻ（₯అᮇ㛫を構成する）、HIV 感染か

ら診断までにかかるࢨࣁーࢻ（時้に౫Ꮡする

診断⋡とする）から成る。こࢀらのうち、₯అ

ᮇ㛫は᪤知として᝿定し、新つ感染者数と診断

⋡の推定ၥ㢟として✚ศ方⛬式を㐺合すること

で現ᅾの日本における未診断者数および総感染

者数を㏫⟬することができるࢩス࣒ࢸを構築し

た。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上記にຍ࠼て、ධᡭ可能なほᐹデータにᇶ࡙

く検ウ可能な஦㡯の相談や、ᨻ⟇実⿦研究とし

ての影響の検ウな࡝、会ヰを重ねることによっ

て༑ศな࣑ࣗࢥニࢣーࣙࢩンをᅗることをᚭᗏ

した。 
 
(೔⌮㠃࡬の㓄៖) 
� 本研究は、᪤にཌ生ປാ┬࢚イືࢬ向ጤ員会

によって年報として発表・公㛤ࢀࡉた 2 ḟデー

タを用い、୺に数⌮モデルを฼用した⌮論疫学

研究をᒎ㛤したࡶのである。そのため、公㛤デ

ータにはಶே情報はᥖ㍕ࢀࡉておらࡎ、ಶே情

報をᢅう೔⌮㠃࡬の㓄៖をᚲ要としないࡶのと

 。たࢀら࠼⪄
 

 

ᅗ 1. データ生成㐣⛬モデル（Nishiura H. PeerJ 
2019;7:e6275）㸬➇合リスクᵝに定式化して HIV
診断および AIDS 発病プࣟࢭスを記㏙する 
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今後、ಶ体に㛵ࢃる情報を取りᢅうሙ合には

所ᒓ先（໭ᾏ㐨大学大学院་学研究院）におけ

る໭ᾏ㐨大学་の೔⌮ጤ員会ཬびඹྠ研究先の

ྠᵝのุ断機㛵のᢎ認を得た上で実施していく

予定である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
&�研究結ᯝ�

(i)診断割合の地域別推定 
� 診断が実施ࢀࡉた者の割合を日本の地域別で

ᢕᥱする数⌮モデルの実⿦とその研究成ᯝの取

り⧳めにὀຊして取り組んだ。その結ᯝ、௨ୗ

のⅬがࢃかった㸸 
（1）日本඲体の HIV 感染者のうち感染状態に

いてᢕᥱしている者はࡘ 90㸣に‶たないこと 
（2）大都市を含む 3 地域（㛵東⏥ಙ㉺、東ᾏ、

㏆␥）で 80㸣௨上と高く、一方で、໭ᾏ㐨東໭

地方と஑ᕞἈ⦖地方でいࡶࢀࡎ 70㸣未‶とపい

こと 
（3）東京༢独でࡳると₯అᮇ㛫の୰ኸ値をᴫね

10.0 年としたሙ合の診断者割合は 85.5㸣と推定

た。しかし、㐨ᕞไレベルのゎീᗘで地域ࢀࡉ

を検ウすると、いࢀࡎの地域においてࡶ 90㸣௨

上の診断⋡を㐩成した⟠所はないことが明らか

となった。ただし、診断⋡は時系ิでᨵၿഴ向

にあり、㏆␥地方に௦表ࢀࡉるように᭱㏆まで

に㣕㌍的に診断がᨵၿしているࡶのと⪃࠼らࢀ

る地域ࡶ多い。大都市を含む地域を୰ᚰに HIV
感染者୰における診断者割合は地域別にࡳてࡶ

大ᒁ的にቑຍഴ向にあり、こࢀまでの検査拡大 

。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
のດຊが཯ᫎࢀࡉているࡶのと⪃࠼らࢀた。 
� 現ᅾまでのこの成ᯝに㛵して論文での取り⧳

めを実施しているところであり、௧࿴ 2 年ᗘ୰

にはᅗ 2 のような推定値が出∧≀として公㛤可

能なようດຊしてཧる所Ꮡである。 
 
(ii)ᱵẘの診断割合の推定 
� 本研究班における HIV 診断のᬑཬၨ発はᱵẘ

の診断と↓㛵ಀではない。そのことから、本研

究班の研究インࣇラᩚഛの一⎔でᱵẘの診断⋡

および感染者数の推定を可能にす࡭くᖖᚤศ方

⛬式系を฼用した数⌮モデルによる推定研究を

実施した。 
� ᇶ本的には HIV の拡ᙇᆺの㏫計⟬とྠᵝのཎ

⌮でᱵẘ感染者数の推定を実施した（ᅗ 3）。そ

の結ᯝ、㏆年のᱵẘ感染者数のቑຍは自↛感染

のቑຍに伴ってቑ࠼ていることを明らかにし、

診断⋡の向上による感染者数のቑຍではないこ

とを明確に♧すことができた。また、年ẖのᱵ

ẘの診断⋡を推定可能にし、今後の流行ື態の

評価を可能にした。 
 
 

 
ᅗ 2. 2017 年ᮎ時Ⅼでの㐨ᕞไにᇶ࡙く地域別の HIV 感染⑕診断者の割合推定結ᯝ（ᢞ✏‽ഛ୰） 

(Tokyo only
85.5% (83.8-87.2)

Hokkaido Tohoku 
68.3% (59.7-79.7)

Kanto Koshinetsu
except for Tokyo
85.7% (81.9-89.7)Kyushu Okinawa

67.7%
(61.6-75.2)

Kinki
82.6% (79.4-86.2)

Tokai
81.4% (75.5-88.2)

Chugoku Shikoku
76.7% (68.5-87.2)

Hokuriku
82.2% (63.8-96.6)
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(iii)እ国ேにおける HIV 感染者割合の推定 
� እ国ேは⛣ືを伴うため、その HIV 感染者数

の割合は༢⣧な㏫計⟬では୙可能である。ま

た、CD4 㝧性 T 細⬊数やศᏊ生≀学的࣐ー࢝ー

を用いた推定ྠࡶᵝに㐺ษではない。 
� そこでࣂランス方⛬式を用いた推定をヨࡳて

その推定結ᯝをཎⴭ論文として発表を行った。

日本ேとẚ㍑してእ国ேは 55㸣⛬ᗘと診断⋡が

పいၥ㢟がᾋき᙮りとなった（ᅗ 4）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(iv)A ᆺ⫢⅖の流行ၨ発のຠᯝ評価 
� 2018-19 年に⏨性ྠ性ឡ者を୰ᚰとして A ᆺ

⫢⅖の流行を認めた。そのไᚚのためにはプラ

イࢩࣂーを༑ศにᢸ保した検査体ไがຠいてお

り、診断の向上が流行のไᚚに῝く㛵୚するこ

とが知らࢀている。本研究班の┠的に῝く㛵ࢃ

るㄢ㢟として今村顕史研究௦表者とඹྠ研究に

取り組んだ。 
 
(v)HIV 感染者数推定ᡭἲのᩚ⌮ 
� 診断⋡の推定や診断に伴う疫学的インパクト

の推定のためには┤᥋にほᐹすることが大ኚᅔ

㞴である HIV 感染⑕の推定ᡭἲ・数⌮モデルに

㛵して⇍知しておくことがḞかࡏない。 
� そこで௧࿴ඖ年ᗘには研究ᡭἲのᩚ⌮とし

て、現行のデータに㐺合するために用いらࢀた

ことのある඲ての推定モデルに㛵してᩚ⌮を実

施し、その系⤫的検ウの結ᯝを総ㄝ論文として

発表した。༢なるࣙࢩーࢣースに␃まらࢃ、ࡎ

が国における HIV 研究の᭦なる推進にᙺ立ࡶࡘ

のとしてᮇᚅࢀࡉる（ᅗ 5）。 

 

ᅗ 3. ᱵẘの年㛫新つ感染者数と年㛫診断⋡の推定値（ᕥが⏨性、ྑがዪ性）（Echigoya et al., 2019） 

 
ᅗ 4. 日本におけるእ国籍の者の HIV 感染者

の診断割合の推定値 
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'�⪃ᐹ�

� ึ年ᗘの研究成ᯝとして、地域別での HIV 感

染者୰の診断者割合の推定結ᯝは௨ୗのように

まとめらࢀる㸸 
1㸬日本඲国および地域別の୧方で未診断 HIV
感染者の割合は 90㸣に‶たない。 
2㸬㛵東、㏆␥、東ᾏで診断者割合が高く(80㸣
௨上)、໭ᾏ㐨東໭と஑ᕞἈ⦖でపい(70㸣未‶） 
3㸬未診断の HIV 感染者数を実数でẚ㍑する

と、㏆␥、஑ᕞἈ⦖、㛵東⏥ಙ㉺の㡰で多い。 
4㸬診断割合を時系ิで検ウすると、㛗ᮇ的には

඲国でᨵၿ（ቑຍ）ഴ向が顕ⴭであり、ḟ第に

診断がᨵၿしていることが♧၀ࢀࡉる。 
5㸬未診断の感染者数の実数を検ウすると、㛵

東、㏆␥、東ᾏでは 2017 年ᮎまでにῶᑡഴ向に

㌿じていると⪃࠼らࢀたが、໭ᾏ㐨東໭と஑ᕞ

Ἀ⦖ではቑຍഴ向にあるࡶのと⪃࠼らࢀた。 
上記のศᯒにຍ࠼て、HIV 感染⑕の実ຠ෌生

⏘数の推定を検ウしている。リスクேཱྀに౫Ꮡ 
して、リスク行ືの認㆑が␗なるはࡎであり、

そࢀによって診断割合ࡶ大きく␗なることが多

そ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
い。実ຠ෌生⏘数の値が 1 をୗ回るのか࡝うかを

検ウすることができるはࡎであり、ไᅽ㜈値が‶

たࢀࡉたのかྰかをᐈほ的にศᯒすることが可

能である。 
� 本年ᗘは新ᆺ࢘ࢼࣟࢥイルスの流行な࡝で取

り⧳めが༑ศでなかったが、上記までの成ᯝを௧

࿴ 2年ᗘの᪩ᮇに取り⧳めて発表する予定である。

また、日本㉥༑Ꮠ♫とのඹྠ研究を⥾結し、⊩⾑

者୰の HIV 感染者ẚ⋡に㛵する⤫計学的推定を

実施することを 2 年ᗘ┠に┠ᶆとして定める。地

域レベルの検査機会に㛵する検ウでは、஑ᕞ地方

や໭ᾏ㐨・東໭地方な࡝診断者割合がᚲࡎしࡶ高

くないであろう地域をᑐ㇟によりヲ細に数⌮モ

デルを検ウするととࡶに、診断時 CD4 ࢝࢘ント

データやࣂイ࣐࢜ー࢝ーな࡝を฼用した感染者

数の推定な࡝地域に特化した研究に╔ᡭする。ま

た、࢚イࢬ相談࣐ップの࢔クࢭスࣟグゎᯒを通じ

て日本国ෆの検査ཷ検者数や HIV 新つ感染者数

の推定の可能性をᶍ⣴する。イベントベースのࢧ

ーベイランスデータとしての価値を検ウし、その

結ᯝを予 モデル構築にࡶά用するヨࡳとなる。 
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(�結論�

� 検査機会の提供による日本独自の影響を明ら

かにするための流行ベースラインの定量化を実

現するために具体的なモデルの定式化とパラメ

ータ推定に取り組んだ。今後の方向性として、

年齢別の未診断者の割合の推定を実施すること

と、プレ検査に引き続く保健所の確認検査の重

要性を数値的に明らかにすることに取り組む予

定であり、作業を進めているところである。一

連の研究を通じて、診断者割合をモニタリング

可能な状態を築くことができたので、今後きめ

細やかな検査拡大に伴う疫学的インパクトを評

価する体系を打ち立てる。 
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